
 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

連
合
岩
手
は
二
月
九
日
、
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
カ
リ
ー
ナ
で
「
第
四
二
回
地
方
委
員
会
」
及

び
二
〇
一
八
春
季
生
活
闘
争
「
闘
争
開
始
宣
言
集
会
」
を
開
催
。
委
員
会
で
は
、
二
〇
一

八
春
季
生
活
闘
争(

案)

、
二
〇
一
八
年
度
具
体
的
運
動
方
針(

案)

、
第
四
八
回
衆
議
院
議

員
選
挙
闘
争
の
ま
と
め(

案)

を
提
起
し
確
認
、
ア
ピ
ー
ル(

案)

を
満
場
一
致
で
採
択
し
た
。 
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「
鬼
は
～
外
、
福
は
内
」
新
居

が
出
来
て
二
回
目
の
節
分
。
声
高

ら
か
に
豆
を
ま
い
た
。
そ
れ
ま
で

は
狭
い
仮
設
住
宅
で
静
か
に
や

っ
て
い
た
。 

あ
の
と
き
の 

よ
う
な
津
波 

が
も
う
来
な 

い
こ
と
を
願 

う
。
自
然
災 

害
な
ら
仕
方 

な
い
と
思
う
と
こ
ろ
も
あ
る
が

（
そ
れ
で
も
東
日
本
大
震
災
の

と
き
は
辛
か
っ
た
）
、
ミ
サ
イ
ル

や
テ
ロ
な
ど
、
人
的
行
為
で
災
害

が
起
こ
る
と
し
た
ら
、
ど
う
に
も

許
せ
な
い
気
持
ち
に
な
る
と
思

う
。
人
間
の
意
志
で
防
げ
る
災
害

は
、
起
こ
す
べ
き
で
は
な
い
と
切

に
思
う
。
日
本
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
各
国
の
首
脳
レ
ベ
ル
の
人
達

に
は
人
命
を
大
事
に
す
る
政
治

を
お
こ
な
っ
て
ほ
し
い
と
願
う
。

少
な
く
と
も
戦
争
や
テ
ロ
と
い

っ
た
も
の
が
起
き
な
い
世
の
中

を
目
指
し
て
ほ
し
い
と
思
う
。 

東
日
本
大
震
災
か
ら
も
う
少

し
で
七
年
が
た
と
う
と
し
て
い

る
。
我
が
故
郷-

陸
前
高
田
も
嵩

上
げ
地
に｢

ア
バ
ッ
セ｣

が
で
き
、

震
災
前
か
ら
あ
っ
た
商
店
が
復

活
を
果
た
し
て
い
る
。
昔
か
ら
な

じ
み
だ
っ
た｢

俺
っ
家｣

も
盛
岡

か
ら
帰
っ
て
き
た
。
辞
典
で
調
べ

て
み
る
と
、｢

復
旧｣

と
は
、
壊
れ

た
り
、
傷
ん
だ
り
し
た
も
の
を
も

と
の
状
態
に
す
る
こ
と
。｢

復
興｣

と
は
、
い
っ
た
ん
衰
え
た
も
の
が

再
び
も
と
の
盛
ん
な
状
態
に
返

る
こ
と
。 

と
書
い
て
あ
っ
た
。 

最
後
に
私
事
で
は
あ
る
が
、
新

居
も
高
台
に
で
き
、
亡
く
な
っ
た

家
族
の
分
ま
で
残
っ
た
家
族
で

少
し
で
も
幸
せ
に
暮
ら
し
て
い

こ
う
と
思
う
。
人
々
が
幸
せ
に
暮

ら
せ
る･

･
･

そ
う
い
う
陸
前
高

田
、
ひ
い
て
は
世
の
中
に
な
る
こ

と
を
願
い
な
が
ら
、
歳
の
数
豆
を

つ
ま
み
に
日
本
酒
を
飲
も
う
と

思
う
。 

 
 

 
 

 

村
・
Ｙ 

 

 

賃
、
一
時
金
、
一
八
歳
最
低
賃
金

と
最
低
到
達
水
準
の
協
定
締
結
に

取
り
組
む
こ
と
。 

２
「
す
べ
て
の
労
働
者
の
立
場
に

立
っ
た
働
き
方
」
実
現
、
ワ
ー
ク

ル
ー
ル
、
地
域
ミ
ニ
マ
ム
運
動
な

ど
へ
の
取
り
組
み
を
確
認
し
た
。 

３
要
求
書
は
、
原
則
二
月
末
～
三

月
上
旬
ま
で
に
提
出
す
る
こ
と
。 

・
第
一
先
行
組
合
回
答
ゾ
ー
ン 

三
月
一
二
日
～
一
六
日 

<

山
場
三
月
一
四
日> 

・
第
二
先
行
組
合
回
答
ゾ
ー
ン 

三
月
一
九
日~

二
三
日 

・
中
堅
・
中
小
組
合
回
答
ゾ
ー
ン 

 
 

 
 

三
月
二
六
日
～
三
〇
日 

◆
ア
ピ
ー
ル(

案) 
 

･
･
･

労
使
が
職
場
の
課
題
に
真
撃

に
向
き
合
い
取
り
組
み
を
展
開
す

る
こ
と
で
社
会
全
体
を
豊
か
に
す

る
こ
と
、･･

･

そ
し
て
、
社
会
の
不

条
理
に
対
峙
し
、
と
り
わ
け
憲
法

｢

改
正｣
を
目
論
む
安
倍
政
権
に
敢

然
と
立
ち
向
か
う
闘
い
の
重
要
性

も
再
認
識
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
連
合
岩
手
・
構
成
組
織
・
地

協
・
単
組
は
一
致
団
結
し
、
最
後

の
最
後
ま
で
闘
い
抜
こ
う･

･
･

と

す
る
ア
ピ
ー
ル
を
採
択
し
た
。 

第42回地方委員会 

雇用の不安 

雇い止めの 

不安はあり 

ませんか？ 

◆
二
〇
一
八
春
闘
方
針 (

骨
子) 

１
「
経
済
の
自
律
成
長
」
「
包
括

的
な
社
会
の
構
築
」
「
人
的
投
資

の
促
進
」
「
デ
ィ
セ
ン
ト
・
ワ
ー

ク
の
実
現
」
を
め
ざ
す 

２
「
底
上
げ
・
底
支
え
」
「
格
差

是
正
」
と
「
す
べ
て
の
労
働
者
の

立
場
に
立
っ
た
働
き
方
」
の
実
現

を
同
時
に
推
し
進
め
よ
う
！ 

３
働
く
者
・
国
民
生
活
の
底
上
げ

を
は
か
る
た
め
に
果
敢
に
戦
お

う
！ 

 

-

詳
細
は
、
第
一
回
組
織
代
表
者

会
議
資
料
で
確
認
し
て
下
さ
い- 

◆
連
合
岩
手 

二
〇
一
八
春
季
生

活
闘
争
の
進
め
方 

１
「
底
上
げ
・
底
支
え
」
「
格
差

是
正
」(

賃
上
げ)

の
取
り
組
み 

(

１)

賃
金
引
き
上
げ
の
目
安
は
、 

①
平
均
賃
金
水
準
の
二
％
相

当
額-

五､

〇
〇
〇
円
、
②
賃
金
カ

ー
ブ
維
持
分-

四､

七
〇
〇
円
、
③

格
差
是
正
分-

一,

一
〇
〇
円 

 

要
求
目
安
額 

 
 

 

一
〇､

八
〇
〇
円 

(

２)

連
合
リ
ビ
ン
グ
ウ
ェ
イ
ジ
に

お
け
る
単
身
世
帯
お
よ
び
二
人

世
帯
の
水
準
を
ク
リ
ア
す
る
こ

と
を
め
ざ
す
。
構
成
組
織
は
、
産

業
実
態
を
踏
ま
え
つ
つ
到
達
水

準
目
標
を
設
定
す
る
。 

(

３)

時
給
の
引
き
上
げ
は
、
①
誰

も
が
時
給
一､

〇
〇
〇
円
を
実
現

す
る
。
②
時
給
一､

〇
〇
〇
円
超

え
の
場
合
は
、
三
七
円
を
目
安
に

引
き
上
げ
を
要
求
す
る
。
③
昇
給

ル
ー
ル
の
導
入
・
明
確
化
の
取
り

組
み
を
強
化
す
る
。 

 

以
下
、
男
女
間
賃
金
格
差
の
是

正
、
賃
金
実
態
の
把
握
、
賃
金
カ

ー
ブ
維
持
分
の
確
保
、
企
業
内
最

-

連
合 

相
原
事
務
局
長
談
話 

か
ら- 

- 働くことを軸とする - 

地場単組 

日時：２月 23 日（金）１８時 10 分～ 

場所：気仙教育会館２F ホール 

内容：2018 春季生活闘争の共闘強化、 

春闘情報共有、労働環境を考える研修会 

構成：地協役員・構成単組役員全員 

本部交渉単組 

官公労単組 

日時：２月 21 日（水）18 時 10 分～ 

構成：太平洋セメント労組、岩手県交通労

組、東北電力労組、ユアテックユニオン、

JP 労組、東北電保労、東北検集労、労金

労組大船渡・高田 

日時：２月 20 日（火）１８時 10 分～ 

構成：星和工業労組、三栄工業労組、ボン

マックスアパレル労組、龍振鉱業労組、マ

イヤ労組、岩手開発鉄道労組、全自交東海 

日時：２月 19 日（月）１８時 10 分～ 

構成：岩教組、高教組、県職労、住田町職、

林野労組 

2018 春季生活闘争の交渉単位毎にグルー

プ分けをして情報交換会を開催します。 

各単組の取り巻く状況や賃上げ要求、労働

環境改善の共有、意見交換をおこない地域で

共に闘いぬく決意を固め合う場とします。 

１月 10 日、佐藤連合岩手事務局長、畑元衆

議院議員、労福団体・推薦議員等のご来賓、組

合員が参加して連合気仙「新春旗びらき」をア

ーバン大船渡で開催した。参加者は「働くこと

を軸とする安心社会の実現」に向け、2018 春

闘や次期参議院選挙を闘い抜く決意を固めた。 

また、連合｢愛 

のカンパ｣の呼び 

かけにご協力をい 

ただき、ありがと 

うございました。 

二
月
一
日
、
二
〇
一

七
年
度
の
補
正
予
算
が

参
議
院
本
会
議
に
お
い

て
可
決
・
成
立
し
た
。

財
政
規
律
、
緊
要
性
な

ど
の
観
点
か
ら
問
題
の

多
い
内
容
で
あ
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
内 

容
・
規
模
が
十
分
に
精
査
さ
れ

な
い
ま
ま
成
立
に
至
っ
た
こ
と

は
残
念
で
あ
る
。(

中
略) 

九
州
北
部
豪
雨
を
受
け
た
災

害
復
旧
等
・
防
災
・
減
災
事
業

と
い
っ
た
緊
急
性
の
高
い
対
策

が
計
上
さ
れ
る
一
方
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
関

連
の
国
内
農
業
対
策
費
や｢

人
づ

く
り
革
命｣

｢

生
産
性
革
命｣

の
関

連
費
用
な
ど
、
必
要
性
や
効
果
に

つ
い
て
十
分
な
論
議
が
さ
れ
て
い

な
い
対
策
が
盛
込
ま
れ
て
い
る
。

補
正
予
算
は
当
初
予
算
を
補
う
も

の
で
あ
り
、
真
に
緊
急
性
の
高
い

も
の
に
絞
り
込
む
べ
き
で
あ
る
。 

連
合
は
、
財
政
健
全
化
を
達
成

し
て
い
く
た
め
に
は
、
社
会
保
障

と
税
の
一
体
的
改
革
の
原
点
に
立

ち
戻
り
、
歳
入
・
歳
出
一
体
で
対

応
を
は
か
る
こ
と
に
加
え
、
補
正

予
算
編
成
も
含
め
た
年
度
予
算

全
体
の
中
で
の
財
政
規
律
を
厳

格
化
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
財

政
制
度
等
審
議
会
で
の
意
見
や

政
府
・
政
党
に
対
す
る
要
請
行
動

を
通
じ
て
求
め
て
き
た
。 

補
正
予
算
の
成
立
を
受
け
、
二

〇
一
八
年
度
予
算
案
の
審
議
が

始
ま
っ
て
い
る
。
連
合
が
め
ざ
す

｢

働
く
こ
と
を
軸
と
す
る
安
心
社

会｣

を
実
現
さ
せ
る
た
め
に
は
、

雇
用
の
安
定
と
質
の
向
上
や
社

会
的
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
強

化
に
よ
る
将
来
不
安
の
解
消
な

ど
を
通
じ
国 

民
全
体
の
底 

上
げ
・
底
支 

え
、
格
差
是 

正
を
行
う
必 

要
が
あ
る
。 

(

後
略) 

募金額は 45,165 円 

 

学校の日常を｢見える化｣する 

名古屋大学大学院  

教育発達科学研究科准教授 

日時：2 月 18 日(日)14 時～16 時 

会場：陸前高田市コミュニティホール 

 


